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渡
辺
登
一
さ
ん
が
町
内
７
人
目
の
百
歳
に
！

町
道
河
口
湖
イ
ン
タ
ー
線
が
開
通
！

　
小
立
地
区
在
住
の
渡
辺
登

一
さ
ん
が
、
７
月
10
日
で
百
歳

を
向
か
え
、
町
長
が
お
祝
い
に

伺
い
ま
し
た
。
登
一
さ
ん
は
、

と
て
も
百
歳
の
ご
高
齢
と
は

思
え
な
い
元
気
さ
で
、
今
で
も

書
を
楽
し
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

こ
の
日
も
数
日
前
に
完
成
し

た
立
派
な
書
を
披
露
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

　
登
一
さ
ん
の
益
々
の
ご
長

寿
を
願
い
ま
す
。

　
平
成
４
年
か
ら
計
画
が
始
ま
っ
た
、
町
道
河
口
湖
イ
ン
タ
ー
線

（
約
一
・
二
キ
ロ
）
の
工
事
が
完
成
し
、
７
月
28
日
に
開
通
式
を
行
い
ま

し
た
。

　
こ
の
道
路
は
、
中
央
自
動
車
道
・

河
口
湖
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
や
東

富
士
五
湖
道
路
・
富
士
吉
田
イ
ン
タ

ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
河
口
湖
大
橋
方

面
に
向
か
う
国
道
１
３
９
号
の
渋

滞
を
解
消
す
る
た
め
に
建
設
し
た

も
の
で
す
。
こ
の
道
路
の
完
成
に
よ

っ
て
、国
道
１
３
９
号
の
通
行
量
が
、

二
～
三
割
程
度
少
な
く
な
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
道
路
の
供
用
に
伴

い
、
東
恋
路
交
差
点
内
で
の
通
行

に
つ
い
て
は
、
充
分
注
意
し
て
運
転

し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

××

至 東富士五湖道路

至 河口湖大橋

至 

鳴
沢
村

至 

富
士
吉
田

富士吉田方面から河口湖大橋方面

へ右折した場合、交差点内では停止

しないで下さい。(直進・右折可)

右折できません!

町道河口湖インター線

　東恋路交差点 案内標識
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しました!
8月1日オープ

ン!

富士河口湖町民プール富士河口湖町民プール

小・中学生

高校生

一回 回数券(11回分) 

一　般

２００

３００

５００

２,０００

３,０００

５,０００

町 内

小・中学生

高校生

一回 回数券(11回分) 

一　般

３００

５００

８００

３,０００

５,０００

８,０００

町 外

 開館時間 【7月～9月】　平日/午前 ９ 時～午後１０時　　土日祝/午前 ９ 時～午後９時

【10月～6月】 平日/午前１０時～午後１０時　　土日祝/午前 １０時～午後９時

休館日 毎週木曜日（８月中は無休）

※中学生以下は、防犯上スイミングの時間は午後６時までとさせていただきます。

※未就学児は無料

※身長１４０ｃｍ未満のお子様は同伴者（保護者）が入水しなければ利用できません。

　ただし、スイミングスクール等指導者がついている場合は利用できます。

 OP
EN!

 ○町内に土地・または別荘をお持ちの方も町内料金でご利用出来ます。

 町内の方・町内の事業所にお勤めの方は、入会金全額免除！！

★ブルーアース自主事業会員の申込もお得となっております。

皆様のおこしをお待ちしております。

富士河口湖町民プール指定管理者 ブルーアース富士河口湖 ℡73-4313

　
富
士
河
口
湖
町
民
プ
ー
ル
が
、大
勢
の
方
々

に
ご
臨
席
を
い
た
だ
き
、
７
月
28
日
に
竣
工

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
町
民
プ
ー
ル
は
、
条
例
に
基
づ
き
指
定
管

理
者
に
よ
っ
て
管
理
運
営
さ
れ
ま
す
。
指
定

管
理
者
の
選
定
に
あ
た
っ
て
は
、
町
民
代
表

や
有
識
者
等
９
名
の
委
員
に
よ
っ
て
、
指
定

管
理
者
の
候
補
者
と
し
て
ブ
ル
ー
ア
ー
ス
グ

ル
ー
プ
を
選
定
し
、
去
る
５
月
13
日
の
臨
時

議
会
に
お
い
て
、
指
定
管
理
者
の
議
決
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
町
民
プ
ー
ル
は
、25
ｍ
プ
ー
ル
、
歩
行
用
プ

ー
ル
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ム
、
ス
タ
ジ
オ
も

備
え
、
町
民
の
皆
様
方
の
健
康
づ
く
り
の
お

手
伝
い
を
い
た
し
ま
す
。

　
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

富
士
河
口
湖
町
民
プ
ー
ル

　
竣
工
式
が
行
わ
れ
る

富
士
河
口
湖
町
民
プ
ー
ル

　
竣
工
式
が
行
わ
れ
る
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知っておきたい　　　金のはなし知っておきたい　　　金のはなし知っておきたい　　　金のはなし税税「あなた」と「まち」と「税金」の 仕組みがわかる！８月号
わかる

!

建物を取り壊したら「税務課」へ行こう 税金の？は、どこに聞けばいいんだろう

掲示板　８月は町県民税の第２期の納期です。 町への納税は口座振替が便利です

町の税金についてのお問合せは、富士河口湖町役場　税務課(７２-１１１３)へ

　建物には、毎年、固定資産税がかかってきます。建物の

固定資産税は、建っている限り０円になることがありま

せん。どれほど老朽化した建物でも、最低で、新築時の評

価額の２０％が評価として残ります。

　町の税務課では、町内

の建物について、巡回調

査をおこなっています。建

物を建てるときは、基礎の

施工から、完成まで、時間

がかかるため、確認しやす

いのですが、建物の取り壊

しは、時間がかからないこ

とと、取り壊してしまうと何もないわけですので、巡回調査

での確認がしにくくなってしまいます。

　取り壊して、なくなっているはずなのに、固定資産税が

かかったということが、毎年、たびたび起こります。

　建物を取り壊しましたら、税金の過払いがないように、

お早めに町役場の税務課まで「家屋滅失届出書」を提出

してください。この書類

は、税務課の窓口に来て

いただければ、その場で

書けます（印鑑のみご持

参ください）。後日、調査

補助員が現地を調査いた

します。

　税金と一口に言っても、「○○税」という名前が５３もあ

ります。みなさんに馴染みのある「消費税」や「所得税」と

いったものから、現在停止中のものや、ほとんどの人が関

わらないものまで、全て併せて５３もあります。

　この５３の税金は、大きく分けて「国税」「県税」「町税」

の三つに分けられます。まず自分の質問したい税金が、こ

の三つのどれにあたるでしょうか。

　「国税」に分類される税金は「大月税務署」に質問すれ

ば答えてくれます。「県税」は「山梨県総合県税事務所」に

質問すれば答えてくれま

す。そして「町税」につい

ては「町役場税務課」に質

問してください。

　難しい質問には、お時間

をいただくこともあるか

と思いますが、わかりやす

いお答えができるよう、努

力しています。

　ちなみに、富士河口湖町独自の税である「遊漁税」は、

「市町村法定外目的税」という名前で、「町税」に分類され、

５３の税金の１つです。

　 国税：大月税務署　　　　　　℡ 0554-22-3151

　 県税：山梨県総合県税事務所　℡ 055-261-9111

　 町税：町役場税務課　　　　　℡ 0555-72-1113

　
土
地
の
固
定
資
産
税
は
、
地
方
税
法
に
お
い
て
、
総
務
大

臣
が
定
め
た
固
定
資
産
評
価
基
準
に
基
づ
き
、
評
価
が
お

こ
な
わ
れ
、
基
準
と
な
り
ま
す
。
中
で
も
市
街
地
宅
地
評
価

に
つ
い
て
は
「
市
街
地
宅
地
評
価
法
（
＝
路
線
価
式
評
価

法
）
」
で
お
こ
な
い
ま
す
。

　
富
士
河
口
湖
町
で
は
、
船
津
・
小
立
・
勝
山
地
区
の
市
街

地
お
よ
び
国
道
沿
い
の
土
地
の
多
く
で
、こ
の
方
法
が
と
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
①
用
途
地
区
の
区
分
、  

②
状
況
類
似
地
区
の
区
分

　
③
主
要
な
街
路
の
選
定
、  

④
標
準
宅
地
の
選
定

　
⑤
標
準
宅
地
の
適
正
な
時
価
の
評
定

　
⑥
主
要
な
街
路
の
路
線
価
の
付
設

　
⑦
そ
の
他
の
街
路
の
路
線
価
の
付
設

　
⑧
各
筆
の
評
点
数
の
付
設
、 

⑨
各
筆
の
評
価
額
の
算
出

　
こ
の
よ
う
な
９
項
目
の
流
れ
に
よ
り
、
市
街
地
宅
地
の

評
価
が
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。

①
用
途
地
区
の
区
分

　
用
途
地
区
の
区
分
と
は
、
宅
地
の
利
用
状
況
が
共
通
な

地
域
を
区
分
す
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
、
路
線
価
を
付
設
す

る
た
め
、
ま
た
画
地
計
算
法
を
適
用
す
る
た
め
に
必
要
な

作
業
で
す
。
　

②
状
況
類
似
地
区
の
区
分

　
状
況
類
似
地
区
の
区
分
は
用
途
地
区
を
細
分
化
し
、
路

線
価
付
設
の
基
礎
と
な
る
標
準
的
宅
地
の
選
定
の
た
め
の

準
備
作
業
と
な
り
ま
す
。
こ
の
区
分
を
通
じ
て
、
選
定
す
べ

き
標
準
宅
地
を
明
確
に
し
、
評
価
の
適
正
化
・
均
衡
化
を
図

り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　(

９
月
号
に
つ
づ
く)

土
地
評
価
は
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か 

①

固
定
資
産
研
究
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[大雨について]

管理課 防災係　℡ 72-6013

管理課 防災係　℡ 72-6013

Part 19Part 19Part 19
　夏の季節は全国的に晴天となることが多いですが、雷雨や夕立、また夏から秋にか

けて台風が発生することがあります。このような気象現象は、土砂災害、河川の氾濫、

がけ崩れなどの災害をもたらし、私たちの生活をおびやかす危険性があります。

　

　気象情報で「１時間に○㎜の雨」といったような降水量についての説明があります。

降水量は、どれだけの水が空から降ってきたかを表すものです。１㎡の地面に１㎜の雨

が降った場合１リットルの量が溜まります。（１ｍ×１ｍ×１㎜＝１００㎝×１００㎝×０.１㎝）

　１時間に１�の降水量だとすると１０分間でおよそ０.１7リットル（コップ１杯ほど）にな

ります。これを頭からかぶればびしょぬれになります。このことから、１時間に1㎜の雨といっても傘をささずに１０

分間外にいるとびしょぬれになることがわかります。

「１日で１００㎜の降水量」というのは、「1日で水深１０㎝の雨が溜まる」という意味になります。

　屋根や道路などあらゆるところに、水深１０㎝の雨が溜まり、やがてそれらが川へ流れ出すことを想像すると大

変な量だということがわかります。

　気象庁では、雨の強さを5段階に分類してお知らせしています。「強い雨」「激しい雨」以上になると、注意報や

大雨警報が発表されます。大雨の情報が出された際には、十分注意して下さい。

　夏休みと夏の行楽シーズンが重なるこの時期は、たくさんの観光客が訪れることから交通量が増大し、交通事

故の多発が心配されます。

一人ひとりが交通ルールと交通マナーを守り、交通事故をなくしましょう。

猛烈な雨

やや強い雨

用　語 1時間の雨量（�） 人の受けるイメージ 屋外の様子

１０～２０㎜未満

強い雨 ２０～３０㎜未満

激しい雨 ３０～５０㎜未満

非常に激しい雨 ５０～８０㎜未満

８０㎜以上

ザーザーと降る

どしゃ降り

バケツをひっくり返したように降る

滝のように降る（ゴーゴーと降り続く）

息苦しくなるような圧迫感がある。
恐怖感を感じる

地面一面に水たまりができる

道路が川のように流れる

水しぶきであたり一面が白っぽく
なり、視界が悪くなる

夏の交通事故防止県民運動

◇後部座席を含む全ての座席でシートベルト・チャイルドシートを着用しなけ

　ればなりません。

　（車に乗る人全員が着用しないと、全員の安全は守れません。）

◇重大事故につながる飲酒運転は絶対にやめましょう。

◇運転中の携帯電話は「電源を切る」「設定をドライブモードにする」などにして、使用は

　やめましょう。

◇自転車に乗る際には、２人乗りや並進、傘差し運転など危険な運転はやめましょう。

　また、無理な道路横断はせずに交差点では一旦停止し安全を確かめましょう。

◇児童、幼児を自転車に乗せる際には、乗車用ヘルメットをかぶらせるようにしましょう。

～まもりましょう～～まもりましょう～～まもりましょう～

［平成２０年７月２１日（月）～８月２０日（水）］
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自分の健康を考えよう～家族のために～大切な人の笑顔を絶やさないために

明日からでなく、今からやろう！！健康づくり

「貴方にとって、一番大切な人は誰ですか？」

　「家族」「友人」「愛しい人」　各々の答えがあると思います。

同じ家に住み、生計を共にする夫婦関係ならびに親子関係、もしくはその連鎖で結ばれた特定範囲の人た

ちからなる集団です。家族一人一人が役割を果たしているから、その家族が成立するのです。

基本的に体が健康でいることが大切です！！

皆さん、体の健康状態はいかがですか？　家族の皆さんの健康状態はいかがですか？

私たち人間の体は60兆個の細胞からできている生き物です。

自分で気づかないうちに体の変化はおきています。

まずは、健康でいるために体の状態を確認することが大切です。

「健康診断」を受けてみましょう。

元気で、家族の役割を果たし活力ある生活を営めることが

　『家族の幸福』です。

心理学者のマズローは人間の欲求の5段階にわけています。（図）

家族とは‥

家族の役割は何でしょう？

衣食住
生病老死
生計

家庭 ＝ 生きる営みの場

生理的欲求

安全欲求

社会的欲求

自我欲求

自己
実現欲求 人はそれぞれ下位の欲求が満たされると、

その上の欲求の充足を目指すという

欲求段階説を唱えました。

空気・水・食べ物・睡眠など、人が生きていくうえで

かかせない基本的な欲求

これが満たされないと

病気になり、いらだち不快感を覚えます。

…………………

健康診断を希望される方は‥ 健康増進課（℡７２－６０３７）までお問い合わせ下さい。
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国民年金保険料は、退職(失業)による

　　　　　　があります!!

ご存知ですか?

特例免除特例免除特例免除

　免除期間の年金額の計算は、保険料が納付された場合と比較して３分１となります。

　病気や事故で障害が残ったときの障害年金や、一家の働き手が亡くなったときの遺族年金など、免除

承認期間については支給対象の期間とされます。

　特例免除とは、通常であれば審査の対象となる本人所得を除外して審査を行い、保険料の納付が免除

されるものです。(配偶者、世帯主に一定以上の所得があるときは保険料免除が認められない場合があ

ります。)

メリット１ ＝保険料を一部納付したのと同じ！

メリット２ ＝万が一の際にも確かな保障！

メリット３ ＝本人所得を除外して審査！

通常の場合 申請者本人の所得　申請者の配偶者の所得　世帯主の所得

申請者本人の所得　申請者の配偶者の所得　世帯主の所得

→
特例免除の場合 →

手続き
　特例免除は、申請する年度又は前年度において退職（失業）の事実がある場合に対象となり

ます。保険料免除の申請は、町役場総合窓口課へ「国民年金保険料免除申請書」を提出してく

ださい。（申請書は富士河口湖町役場、又は大月社会保険事務所にございます。）また、この特例免除について

は、配偶者・世帯主が退職された場合にも対象となります。

　手続きに必要なもの　①年金手帳または基礎年金番号がわかるもの（納付書等）②認印(本人が署名　

　　　　　　　　　　　する場合は不要)③失業していることを確認できる公的機関の証明の写し（雇

　　　　　　　　　　　用保険受給資格者証、離職票等）

　追納のおすすめ　　　国民年金には、追納という制度があり、１０年以内なら免除

　　　　　　　　　　　を受けた期間の保険料を納めることができます。追納をさ

　　　　　　　　　　　れることにより、老齢基礎年金の金額に算入されます。

　　　　　　　　　　　また、免除が承認された期間の翌年度から起算して３年度

　　　　　　　　　　　目以降は、当時の保険料に加算金がつきますので、お早めに

　　　　　　　　　　　されることをおすすめします。

本
町
が
行
う
「
元
気
再
生
事
業
」
の
内
容

　
内
閣
官
房
地
域
活
性
統
合
事
務
局
は
、
地
域
の
自

主
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ッ
ト
を
支
援
す
る
、「
地
方
の
元
気

再
生
事
業
」
を
今
年
度
新
設
し
ま
し
た
。
こ
の
事
業
に

は
、
全
国
か
ら
１
１
８
６
件
の
応
募
が
あ
り
、
本
町
も

含
め
て
１
２
０
件
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
町
の
事
業
費
は
２
４
５
０
万
円
で
、
国
か
ら
の

１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト
の
補
助
金
に
よ
り
、
官
民
協
働

地
域
連
携
に
よ
り
事
業
を
展
開
す
る
も
の
で
、
富
士

山
の
世
界
文
化
遺
産
登
録
に
向
け
、
富
士
河
口
湖
地

域
の
景
観
を
保
全
し
な
が
ら
産
業
育
成
、
環
境
教
育
、

観
光
振
興
を
推
進
す
る
事
業
内
容
で
す
。

①
廃
食
油
を
回
収
し
、
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料(

Ｂ

　
Ｄ
Ｆ)

を
精
製
し
、
公
用
車
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
等
の

　
燃
料
と
し
て
利
用
す
る
実
証
実
験
を
行
い
、
環
境

　
に
優
し
い
循
環
型
社
会
の
構
築
を
目
指
し
ま
す
。

②
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
の
副
産
物
と
し
て
の
グ

　
リ
セ
リ
ン
を
活
用
し
、新
た
な
ブ
ラ
ン
ド
特
産
品（
石

　
鹸
）
開
発
を
行
い
ま
す
。

③
遊
休
農
地
の
利
活
用
を
は
か
り
、
菜
の
花
を
購
入

　
し
て
農
地
で
菜
の
花
を
育
て
る
実
証
実
験
を
行
い
、

　
景
観
形
成
の
保
全
に
努
め
ま
す
。

　
町
で
は
、
こ
れ
ら
の
事
業
内
容
を
、
特
に
外
国
人
観

光
客
の
皆
さ
ん
な
ど
を
対
象
と
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

(

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク)

や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
製

作
し
、
富
士
山
の
世
界
遺
産
登
録

の
機
運
を
高
め
、
観
光
客
や
地
域

住
民
の
皆
さ
ん
へ
の
啓
発
・
普
及

活
動
促
進
の
た
め
に
利
用
し
て
い

き
ま
す
。

企
画
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

元
気
再
生
事
業
採
択
さ
れ
る

……………………………………………………………………………………………………

×



広
報
富
士
河
口
湖

　
８

保
険
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

管
理
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

福
祉
推
進
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

農
林
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

７５
歳
以
上
の
方
々
へ

　
＝
長
寿
医
療
制
度
保
険
料
に
つ
い
て
＝

「
小
規
模
工
事
等
契
約
希
望
者
登
録
」

　
　
　
　
　
　
　
　
追
加
受
付
に
つ
い
て

‐
更
新
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
‐

農
薬
類(

殺
虫
剤
・
殺
菌
剤
・
除
草
剤)

の

　
　
　
散
布
・
安
全
使
用
に
つ
い
て(

お
願
い)

○
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
認
定
者
の
み
な
さ
ま

○
児
童
扶
養
手
当
認
定
者
の
み
な
さ
ま

　
平
成
20
年
度
長
寿
医
療
制
度
（
後
期
高

齢
者
医
療
）
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
普
通

徴
収
分
（
納
付
書
に
よ
り
収
め
て
い
た
だ

く
方
）
、
特
別
徴
収
分
（
年
金
か
ら
徴
収
さ

せ
て
い
た
だ
く
方
）
共
に
７
月
に
決
定
通

知
書
を
郵
送
し
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
、
制
度
の
改
善
が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

１
、
次
の
よ
う
な
方
は
、
年
金
か
ら
の
引
き
落
と
し
だ
け

　
　
で
は
な
く
、
保
険
料
の
口
座
振
替
も
可
能
に
な
り
ま

　
　
し
た
。
ご
希
望
の
方
は
役
場
保
険
課
で
手
続
き
を
し

　
　
て
い
た
だ
く
と
同
時
に
、
金
融
機
関
で
の
口
座
振
替

　
　
の
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

（
ア
）
国
民
健
康
保
険
の
保
険
料
を
こ
の
２
年
間
、
滞
納
な

　
　
く
納
め
て
い
た
方
は
、
ご
本
人
の
口
座
か
ら
振
替
が

　
　
で
き
ま
す
。

（
イ
）
年
金
収
入
が
1
8
0
万
円
未
満
の
方
で
、
代
わ
り
に

　
　
納
め
て
く
れ
る
配
偶
者
や
世
帯
主
が
い
る
方
は
、
そ

　
　
の
方
々
の
口
座
か
ら
振
替
が
で
き
ま
す
。

２
、
所
得
の
低
い
方
の
保
険
料
を
引
き
下
げ
ま
す
。

　
　
該
当
す
る
方
に
は
、
減
額
後
の
保
険
料
の
お
知
ら
せ

　
　
を
８
月
以
降
に
送
付
い
た
し
ま
す
。
あ
ら
た
め
て
、

　
　
手
続
き
を
し
て
い
た
だ
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
詳
し
く
は
、
７
月
末
に
山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
か
ら
75
歳
以
上
の
方
全
員
に
送
ら
れ
た
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
「
高
齢
者
の
方
々
の
負
担
を
減
ら
す
な
ど
の
改
善
策
を

実
施
し
ま
す
。
」
を
御
覧
下
さ
い
。

●
問
合
先
　
保
険
課
国
保
老
人
保
健
係
　
℡
72
‐
6
0
2
6

　
町
で
は
、
本
町
が
発
注
す
る
小
規
模
な
工
事
及
び
修
繕

に
お
い
て
、
町
内
の
事
業
者
に
積
極
的
に
受
注
機
会
の
拡

大
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
「
小
規
模
工
事
等
契
約
希
望
者

登
録
」
制
度
を
新
た
に
創
設
し
ま
し
た
。

　
こ
の
制
度
の
周
知
普
及
の
た
め
、
追
加
受
付
を
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
契
約
は
、
内
容
が
軽
易
で
、
か
つ
履
行
の
確
保

が
容
易
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
、
予
算
額
が
１
３

０
万
円
未
満
の
も
の
で
す
。

　
登
録
で
き
る
方
は
、
町
内
に
主
た
る
事
業
所
（
本
社
、
本

店
）
を
有
す
る
法
人
又
は
住
所
を
有
す
る
個
人
で
す
。

　
申
請
す
る
に
は
�
申
請
書
、
�
町
税
納
付
状
況
報
告
兼

調
査
同
意
書
又
は
町
税
の
納
税
証
明
書
、
�
法
人
に
あ
っ

て
は
登
記
事
項
証
明
書
、
個
人
に
あ
っ
て
は
代
表
者
の
身

分
証
明
書
、�
必
要
な
資
格
、許
可
等
の
写
し
が
必
要
で
す
。

　
な
お
、申
請
書
の
様
式
は
、町
役
場
管
理
課
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

　
申
請
の
受
付
は
、
８
月
11
日
か
ら
９
月
10
日
ま
で
で
、
有

効
期
間
は
、
９
月
11
日
か
ら
平
成
21
年
３
月
31
日
ま
で
で

す
。

●
問
合
先
　
町
役
場
管
理
課
　
℡
72
‐
６
０
１
３

　
児
童
扶
養
手
当
の
認
定
を
受
け
て
い
る
方
は
、
毎
年
８

月
に
「
現
況
届
」
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の

届
け
は
、毎
年
８
月
１
日
現
在
の
状
況（
前
年
所
得
を
含
む
）

を
確
認
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
資
格
の
有
無
及
び
手
当
額

を
決
め
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
定
め
ら
れ
た
期

間
中
に
「
現
況
届
」
を
提
出
さ
れ
な
い
と
、
手
当

は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方

　
　
現
在
お
持
ち
の
受
給
者
証
は
、
平
成
20
年
８
月
31
日

　
を
も
っ
て
有
効
期
間
が
満
了
と
な
り
ま
す
の
で
、
受
給

　
者
証
更
新
申
請
手
続
き
を
行
う
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　
な
お
、
手
続
き
さ
れ
な
い
場
合
は
、
９
月
以
降
の
医
療

　
費
助
成
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

　
だ
さ
い
。

■
所
得
制
限
に
よ
り
前
年
度
非
該
当
の
方

　
　
平
成
19
年
中
の
本
人
及
び
扶
養
義
務
者
の
所
得
に
よ

　
り
平
成
20
年
９
月
１
日
の
更
新
と
な
り
ま
す
の
で
、
受

　
給
者
証
更
新
申
請
手
続
き
を
行
う
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま

　
す
。

○
提
出
期
間
　
８
月
１
日
（
金
）
～
８
月
22
日
（
金
）

　
　
　
　
　
（
平
日
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分
、

　
　
　
　
　
　
　
　 

水
曜
日
の
み
午
後
６
時
30
分
ま
で
）

■
必
要
な
物
　
認
定
者
に
は
事
前
に
通
知
を
し
ま
す

●
詳
し
く
は
、
町
役
場
福
祉
推
進
課
児
童
福
祉
係
（
℡
72
‐ 

　
６
０
２
８
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
専
業
・
兼
業
で
の
農
作
物
の
栽
培
、
家
庭
菜
園
な
ど
で
農

薬
の
使
用
に
あ
た
っ
て
は
、
次
の
点
に
留
意
し
て
作
業
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

①
剤
の
散
布
は
、
風
の
な
い
日
時
を
選
ん
で
散
布
を
行
　

　
い
ま
し
ょ
う
。
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富
士
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９

都
市
整
備
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

環
境
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

＝
各
地
区
収
集
場
所
＝

木
造
住
宅
の
無
料
耐
震
診
断
及
び

　
　
　
　
耐
震
改
修
補
助
の
お
知
ら
せ

○
富
士
吉
田
市
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
休
止
の
お
知
ら
せ

○
お
盆
の
お
供
え
物
の
収
集
に
つ
い
て

農
業
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

②
隣
接
地
に
他
の
作
物
が
あ
る
場
合
は
、
薬
剤
が
飛
散
し

　
な
い
よ
う
に
散
布
方
向
、
動
噴
な
ど
の
圧
力
な
ど
に
留

　
意
し
ま
し
ょ
う
。

③
農
薬
の
使
用
状
況
を
、
き
ち
ん
と
記
帳
し
ま
し
ょ
う
。

④
作
業
を
行
う
時
は
マ
ス
ク
、
手
袋
等
を
必
ず
着
用
し
ま

　
し
ょ
う
。

⑤
作
物
ご
と
に
使
用
で
き
る
農
薬
が
、
決
め
ら
れ
て
い
ま

　
す
の
で
、使
用
倍
率
・
使
用
回
数
を
必
ず
守
り
ま
し
ょ
う
。

●
問
合
先
　
農
林
課
　
℡
72
‐
１
１
１
５

　
農
地
に
雑
草
等
が
繁
茂
す
る
と
、
付
近
の
農
作
物
に
被

害
を
及
ぼ
す
こ
と
は
も
と
よ
り
、
場
所
に
よ
っ
て
は
交
通

の
妨
げ
、
害
虫
等
の
温
床
と
な
る
な
ど
周
辺
に
迷
惑
を
与

え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
農
地
は
適
正
に
管
理
す
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
け
る
死
者
６
４
０
０
余
名
の

約
８
割
は
、
住
宅
の
倒
壊
等
が
原
因
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
能
登
半
島
地
震
、
中
越
沖
地
震
で
も
住
宅
の
倒
壊
に
よ

る
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
が
、
特
に
古
い
木
造
家
屋
の
倒

壊
が
目
立
ち
、
多
く
の
人
的
被
害
が
確
認
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

　
さ
ら
に
本
年
６
月
14
日
に
発
生
し
た
岩
手
・
宮
城
内
陸

地
震
に
お
い
て
は
13
名
が
死
亡
、10
名
が
行
方
不
明
、
７
月

24
日
未
明
に
岩
手
県
沿
岸
北
部
で
発
生
し
た
地
震
で
は
青

森
、
岩
手
、
宮
城
、
秋
田
、
千
葉
各
県
で
計
１
１
５
人
以
上
が

負
傷
す
る
被
害
が
で
ま
し
た
。

　
山
梨
県
に
お
い
て
も
東
海
地
震
や
活
断
層
に
よ
る
大
規

模
地
震
の
発
生
が
想
定
さ
れ
、
建
築
物
の
耐
震
化
は
緊
急

の
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
富
士
河
口
湖
町
で
は
木
造
住
宅
の
無
料
耐
震
診
断
及
び

耐
震
改
修
の
補
助
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
住
宅
の

耐
震
性
の
確
認
・
確
保
に
お
役
立
て
下
さ
い
。

■
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
に
つ
い
て

１
、
内
容
　

　
　
木
造
住
宅
の
安
全
性
を
確
認
す

　
　
る
た
め
の
無
料
耐
震
診
断
。

　
　
（
費
用
に
つ
い
て
は
町
が
国
・
県

　
　
の
補
助
金
を
活
用
し
な
が
ら
負

　
　
担
し
ま
す
。
）

２
、
対
象
住
宅

　
　
・
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ
れ
た
木
造
２

　
　
　
階
建
て
以
下
の
住
宅
。

　
　
・
併
用
住
宅
の
場
合
は
、
述
べ
床
面
積
の
過
半
が
住

　
　
　
宅
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
住
宅
。

※
上
記
の
条
件
を
満
た
し
て
い
て
も
規
模
・
仕
様
等
で
対

　
象
に
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
申
込
み
時
に

　
ご
確
認
下
さ
い
。

■
木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
補
助
に
つ
い
て

１
、
内
容
　

　
　
木
造
住
宅
を
耐
震
改
修
す
る
際
に
町
が
一
部
費
用
を

　
　
負
担
す
る
補
助
事
業
。
（
町
が
国
・
県
の
補
助
金
を
活

　
　
用
し
な
が
ら
一
部
負
担
し
ま
す
。
）

２
、
対
象
事
業

　
　
・
木
造
住
宅
耐
震
診
断
の
結
果
、
耐
震
化
の
必
要
が

　
　
　
あ
る
（
総
合
評
点
１
・
０
未
満
）
と
診
断
さ
れ
た
住

　
　
　
宅
を
耐
震
改
修
（
総
合
評
点
を
１
・
０
以
上
）
す
る

　
　
　
事
業
。

３
、
補
助
金
額

　
　
・
最
大
で
80
万
円
ま
で
。（
高
齢
者
世
帯
、
障
害
者
世

　
　
　
帯
等
に
つ
い
て
は
最
大
で
百
万
円
ま
で
。
）

※
右
記
以
外
に
も
諸
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
詳
細
に
つ
い

て
は
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

●
問
合
先
　
都
市
整
備
課
　
℡
72
‐
１
9
7
6

　
８
月
15
日
（
金
）
、
16
日
（
土
）
は
富
士
吉
田
市
環
境
美
化

セ
ン
タ
ー
が
お
盆
休
み
と
な
り
ま
す
。「
可
燃
ご
み
」
は
収

集
し
ま
せ
ん
の
で
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
は
出
さ
な
い
で
く
だ

さ
い
。

　
ま
た
、
同
セ
ン
タ
ー
へ
持
ち
込
む
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん

の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
河
口
湖
地
区
に
お
い
て
は
例
年
実
施
の
と
お
り
、
お
盆

の
お
供
え
物
を
収
集
し
ま
す
。
河
川
に
流
さ
ず
、
次
の
収
集

場
所
へ
、
８
月
16
日
（
土
）
の
午
前
中
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
当
日
の
午
後
に
収
集
し
、
翌
日
処
理
し
ま
す
。
）

船
津
地
区
：
河
口
湖
ホ
テ
ル
前
の
消
防
道
路

　
　
　
　
　
た
た
み
岩
入
口
ト
イ
レ
の
横

浅
川
地
区
：
浅
川
中
央
川
下
流
の
河
川
敷

小
立
地
区
：
乳
ヶ
崎
土
地
改
良
区
ポ
ン
プ
場
横

　
　
　
　
　
妙
法
寺
裏
の
八
木
崎
公
園
入
口

　
　
　
　
　
久
保
花
木
別
荘
北
側
道
路

大
石
地
区
：
前
浜
の
消
防
道
路
末
端
、
後
藤
木
炭
倉
庫
前

　
　
　
　
　
中
沢
橋
横

河
口
地
区
：
大
桧
横
、
善
応
寺
入
口
、
横
町
渡
船
場
入
口

　
　
　
　
　
広
瀬
バ
ス
停
付
近

注
）
収
集
場
所
で
は
、
線
香
を
た
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。



広
報
富
士
河
口
湖

　
１０

富
士
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

富
士
・
東
部
保
健
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

ぴ
ゅ
あ
富
士
か
ら
の
お
知
ら
せ

富
士
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
10
周
年
記
念
事
業

富
士
山
講
座
「
森
を
歩
こ
う
！
富
士
山
を
知
ろ
う
！
」

◎
「
い
ざ
と
い
う
時
役
立
つ
携
帯
電
話
講
座
」

◎
「
か
け
が
え
の
な
い
自
分
の

　
　
　
心
と
体
を
守
る
リ
ズ
ム
テ
コ
ン
ド
ー
講
座
」

◎
「
親
子
料
理
教
室
～

　
　
　
つ
く
っ
て
食
べ
よ
う
＊
の
り
ま
き
ご
っ
ご
」

　
働
く
人
の
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
を
応
援
し
ま
す
！

　
『
出
張
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
講
座
の
ご
案
内
』

食
中
毒
予
防
の
三
原
則

　　■
日
　
時
　
８
月
24
日(

日)

　
午
後
７
時
30
分
～
９
時

　
　
　 

（
11
月
ま
で
の
毎
月
最
終
日
曜
日
、11
月
は
23
日
）

■
定
　
員
　
10
人
（
締
切
り
は
実
施
日
の
３
日
前
ま
で
）

※
誰
で
も
お
気
軽
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

■
講
　
師
　
外
川
英
樹
さ
ん
（
町
在
住
　
自
然
写
真
家
）

※
都
合
に
よ
り
、
講
師
が
変
更
に
な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

■
参
加
費
　
無
　
料
　

■
場
　
所
　
富
士
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　
　
　
　

※
富
士
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
は
、
年
中
無
休
で
開
館
し
て 

　
お
り
ま
す
の
で
、
気
軽
に
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先
　
富
士
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
（
℡
72
‐
0
2
5
9
）

■
日
　
時
　
８
月
20
日
（
水
）
午
後
１
時
30
分
～
３
時
　

■
講
　
師
　
ド
コ
モ
シ
ョ
ッ
プ
富
士
吉
田
店
　

■
内
　
容
　
大
好
評
に
つ
き
、第
３
弾
！
、メ
ー
ル
の
仕
方
、

　
　
　
　
　
災
害
伝
言
サ
ー
ビ
ス
の
使
い
方
、
緊
急
速
報

　
　
　
　
　
の
聞
き
方
等
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

■
持
ち
物
　
携
帯
電
話
（
お
持
ち
の
方
）
、
無
い
方
に
は
お

　
貸
し
し
ま
す
の
で
、
申
込
み
時
に
言
っ
て
下
さ
い
。

■
対
　
象
　
携
帯
電
話
初
心
者
15
名
（
要
申
込
み
。

■
そ
の
他
　
参
加
は
無
料
で
す
。

■
日
　
時
　
８
月
21
日
（
木
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
１
時
30
分

■
内
　
容
　
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
音
楽
に
合
わ
せ
、
楽
し
み
な

　
　
　
　
　
が
ら
“
護
身
効
果
”
（
危
険
察
知
・
回
避
の
能

　
　
　
　
　
力
ア
ッ
プ
、
基
礎
体
力
ア
ッ
プ
）
が
得
ら
れ
ま

　
　
　
　
　
す
。
小
中
学
生
（
も
ち
ろ
ん
大
人
に
も
）
に
勧

　
　
　
　
　
め
の
講
座
で
す
。

■
講
　
師
　
渡
辺
光
美
さ
ん

　
（
県
テ
コ
ン
ド
ー
協
会
公
認
リ
ズ
ム
テ
コ
ン
ド
ー
講
師
）

■
対
　
象
　
小
中
学
生
、
関
心
の
あ
る
方
　
40
名

　
　 

（
小
学
１
・
２
年
生
は
大
人
と
一
緒
に
参
加
し
て
下
さ
い
。
）

■
持
ち
物
　
汗
ふ
き
タ
オ
ル
、
必
要
に
応
じ
て
飲
み
物

■
そ
の
他
　
参
加
は
無
料
で
す
。
運
動
の
で
き
る
服
装
で

　
来
て
く
だ
さ
い
。
履
き
物
は
脱
い
で
行
い
ま
す
。
　
　

■
日
　
時
　
８
月
30
日
（
土
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
１
時
30
分

■
講
　
師
　
コ
ー
プ
や
ま
な
し
ス
タ
ッ
フ
　

■
内
　
容
　
日
本
の
食
の
中
心
で
あ
る
お
米
を
も
っ
と
好

　
　
　
　
　
き
に
な
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
願
っ
た
企
画
で

　
　
　
　
　
す
。

■
対
　
象
　
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
15
組
。
要
申
込
み
、

　
　
　
　
　
８
月
22
日
（
金
）
締
切
り
。
先
着
順
で
す
。

■
材
料
費
　
一
人
３
０
０
円
。

■
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
お
て
ふ
き
タ
オ
ル

※
ど
の
講
座
に
も
託
児
が
あ
り
ま
す
。
３
日
前
ま
で
予
約

●
申
込
み
・
問
合
先
　
ぴ
ゅ
あ
富
士
　
企
画
担
当
　
菊
池

　
　
　
　 

℡
0
5
5
4-
45-
1
6
6
6
　

　
　
　 

　FAX

0
5
5
4-

45-
1
6
6
3

　　
富
士
・
東
部
保
健
所
で
は
、
健
康
で
活
力
あ
る
職
場
づ
く

り
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
、
皆
さ
ん
の
希
望
す
る
場
所
へ

出
向
き
、
精
神
科
医
師
に
よ
る
「
出
張
講
座
」
や
保
健
所
ス

タ
ッ
フ
に
よ
る
「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
」
を
実
施
し
ま
す
。

・
ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
術

・
よ
り
よ
い
睡
眠
を
と
る
に
は

・
ア
ル
コ
ー
ル
と
の
上
手
な
つ
き
あ
い
方
等

　
講
師
派
遣
に
関
す
る
費
用
の
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
お
気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
対
　
象

・
従
業
員
50
人
未
満
の
小
規
模
事
業
所

・
商
店
街
や
同
業
者
組
合
等
の
中
小
企
業
組
合
　
等

■
申
込
期
間

　
平
成
21
年
１
月
30
日
（
金
）
ま
で

●
問
合
先
　
地
域
保
健
課
　
電
話
　
24
‐
９
０
３
５

　
な
お
、
申
し
込
み
は
先
着
順
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
気
温
が
上
昇
す
る
と
食
中
毒
菌
が
増
え
や
す
い
環
境
に

な
り
、
食
中
毒
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
こ
の
食
中
毒

を
防
ぐ
た
め
に
は
、
手
洗
い
が
重
要
で
す
。
調
理
前
、
肉
や

魚
を
さ
わ
っ
た
後
、
盛
り
付
け
の
時
な
ど
こ
ま
め
に
手
を

洗
い
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
食
中
毒
予
防
の
た
め
に
三
原
則
を
実
行
し
て
、
食

中
毒
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

○
菌
を
付
け
な
い

・
調
理
の
前
に
は
必
ず
石
け
ん
で
手
を
洗
い
、
菌
を
取
り

　
除
く
。

・
包
丁
と
ま
な
板
は
肉
用
、
魚
用
、
野
菜
用
で
使
い
分
け

　
る
。

・
冷
蔵
庫
内
で
は
、
ラ
ッ
プ
を
す
る
な
ど
し
食
品
同
士
の

　
接
触
を
さ
け
て
、
調
理
し
た
も
の
を
上
の
棚
に
置
く
。

○
菌
を
増
や
さ
な
い

・
生
も
の
や
冷
凍
食
品
は
、
最
後
に
買
っ
て
な
る
べ
く
早

　
く
冷
蔵
庫
ま
た
は
冷
凍
庫
に
入
れ
る
。

・
食
品
の
冷
却
、
解
凍
は
素
早
く
す
る
。

・
調
理
後
の
食
品
は
室
温
に
長
く
放
置
し
な
い
。



広
報
富
士
河
口
湖

　
１１

山
梨
県
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
に
つ
い
て

や
ま
な
し
ま
ち
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー

第
23
回
下
水
道
ま
つ
り
の
お
知
ら
せ

山
梨
県
自
殺
予
防
推
進
大
会

第
13
回
富
士
ふ
れ
あ
い
の
村
ま
つ
り

《
職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
を
お
手
伝
い
し
ま
す
》

○
菌
を
や
っ
つ
け
る

・
加
熱
す
る
食
品
は
中
心
ま
で
十
分
加
熱
す
る
。

・
食
器
、
調
理
器
具
は
熱
湯
や
漂
白
剤
で
消
毒
す
る
。

 

（
破
損
や
錆
に
注
意
）

　
県
で
は
、
第
28
回
山
梨
県
障
害
者
技
能
競

技
大
会
（
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
）
を
次
の
日
程
で

開
催
し
ま
す
。
障
害
を
持
っ
た
方
の
仕
事
に

対
す
る
能
力
開
発
と
社
会
参
加
の
促
進
を
目

指
し
た
大
会
と
な
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の

多
数
の
参
加
に
よ
り
盛
大
な
も
の
と
な
り
ま

す
よ
う
、
お
申
し
込
み
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
日
　
時
　
９
月
28
日
（
日
）
午
前
９
時
～

■
場
　
所
　
県
中
小
企
業
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
（
甲
府
市
大
津
町
）

■
競
技
種
目
　

　
１
、
職
業
技
能
競
技
（
ワ
ー
プ
ロ
、
パ
ソ
コ
ン
操
作
、

　
　
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
、
喫
茶
サ
ー
ビ
ス
な
ど
）

　
２
、
生
活
余
暇
技
能
競
技
　
凧
の
製
作

■
参
加
資
格
　

　
　
参
加
は
県
内
在
住
ま
た
は
県
内
の
企
業
な
ど
に
所
属

　
す
る
障
害
を
持
っ
た
方
の
う
ち
、
15
歳
以
上
で
競
技
に

　
耐
え
ら
れ
る
健
康
状
態
に
あ
る
方
と
し
ま
す
。
ま
た
、
生

　
活
余
暇
技
能
競
技
へ
の
参
加
は
、
知
的
障
害
者
と
健
常

　
者
の
ペ
ア
の
み
と
し
ま
す
。

■
参
加
申
込

　
　
参
加
料
は
無
料
で
す
。
昼
食
、
材
料
費
は
主
催
者
が
用

　
意
い
た
し
ま
す
。
８
月
22
日
ま
で
に
参
加
申
込
書
を
提

　
出
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送
・
�
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
定
員

　
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
く
場
合
も
ご
ざ
い

　
ま
す
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。

●
申
込
み
、
問
合
先
　
県
商
工
労
働
部
　
職
業
能
力
開
発
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
℡
０
５
５
‐
２
２
３
‐
１
５
６
６

　
　
　
　
　
　
　
　
　F

A
X

０
５
５
‐
２
２
３
‐
１
５
６
０

■
日
　
時
　
９
月
５
日
（
金
）
午
後
１
時
30
分
～

■
会
　
場
　
山
梨
県
立
文
学
館
　
講
堂
（
甲
府
市
貢
川
）

■
内
　
容
　
基
調
講
演
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
　

　
　
　
講
　
師
　
　
堀
尾
正
明
（
フ
リ
ー
ア
ナ
ン
サ
ー
）

　
　
　
パ
ネ
ラ
ー
　
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
え
が
お
つ
な
げ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
・
山
梨
市
・
道
志
村

　
　
　
　
　
　
　
　
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
上
流
文
化
圏
研
究
所

■
参
加
方
法
　
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル
で

　
　
電
　
話
　
０
５
５
‐
２
２
３
‐
１
４
２
３

　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
５
５
‐
２
２
３
‐
１
４
２
８

　
　
メ
ー
ル
　s
h
i
c
h
o
s
o
n
@
p
r
e
f
.
y
a
m
a
n
a
s
h
i
.
l
g
.
j
p

●
問
合
先
　
県
総
務
部
市
町
村
課
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
℡
0
5
5-

2
2
3-

1
4
2
3

■
日
　
時
　
９
月
７
日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
２
時

■
場
　
所
　
桂
川
清
流
セ
ン
タ
ー
（
大
月
市
梁
川
町
）

■
催
し
物
　
下
水
道
施
設
見
学
会
、
下
水
道
相
談
コ
ー
ナ
ー

　
　
　
　
　
下
水
道
教
室
、
水
質
実
験
、
フ
ア
フ
ア

　
　
　
　
　
じ
ょ
い
そ
ー
ら
ん
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
演
舞
、

　
　
　
　
　
大
道
芸
、
お
た
の
し
み
抽
選
会
な
ど

　
　
　
　
　
来
場
記
念
品
プ
レ
ゼ
ン
ト

●
問
合
先
　
桂
川
清
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
℡
0
5
5
4-

26-

3
4
0
1
）

　
職
場
内
で
の
労
働
関
係
の
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
は
、
簡
易
・

迅
速
な
個
別
労
働
紛
争
解
決
制
度
（
無
料
）
を
ご
利
用
下
さ

い
。

●
詳
し
く
は
、
山
梨
労
働
局
総
務
部
企
画
室
（
�
0
5
5
‐

　
2
2
5
‐
2
8
5
1
）
又
は
、
最
寄
の
労
働
基
準
監
督
署

　
ま
で

■
日
　
時
　
９
月
10
日
（
水
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

■
場
　
所
　
県
立
文
学
館

■
内
　
容
　

　
　
テ
ー
マ
「
自
殺
は
防
ぐ
こ
と
の
で
き
る
死

　
　
　
　
　
～
私
た
ち
の
取
組
み
で
自
殺
を
防
ぐ
～
」

　
　
式
　
典
　
自
殺
予
防
標
語
優
秀
作
品
表
彰

　
　
講
　
演
　
「
自
殺
予
防
は
一
人
ひ
と
り
の
「
気
づ
き
」
か
ら
」

　
　
講
　
師
　
山
角
　
駿
先
生
（
県
精
神
科
病
院
協
会
長
）

　
　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
　
自
殺
の
な
い
山
梨
に
向
け
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
今
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
～

　
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
！

■
日
　
程
　
９
月
21
日
（
日
）

　
　
　
　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時

【
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
】

　
■
募
集
店
舗
数
　
10
店
舗
　
■
参
加
料
　
一
千
円

　
■
募
集
期
間
　
　
８
月
11
日
（
月
）
ま
で

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】

　
■
内
　
容
　
ま
つ
り
運
営
ス
タ
ッ
フ
の
補
助
、
模
擬
店

　
　
の
手
伝
い
な
ど
　
■
定
　
員
　
20
名
（
９
月
８
日
ま
で
）

　
※
前
日
の
会
場
準
備
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募
集
。

●
申
込
み
・
問
合
先
　
県
立
富
士
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　 

　
　
℡
72
‐
５
５
３
３
　F

A
X

72
‐
５
５
３
９



広
報
富
士
河
口
湖

　
１２

　
去
る
７
月
５
日
、
精
進
湖
、
本
栖
湖

で
は
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
自
然

環
境
と
共
生
す
る
観
光
地
づ
く
り
を

目
指
し
、
都
内
の
旅
行
会
社
ク
ラ
ブ
ツ

ー
リ
ズ
ム
㈱
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
、
こ

の
地
域
の
自
然
環
境
を
積
極
的
に
整

備
し
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
観
光
地
の
魅
力

を
向
上
す
る
た
め
、
以
前
か
ら
地
域
活

動
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
精
進
湖
の

ア
ジ
サ
イ
、
本
栖
湖
の
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ

等
の
植
栽
活
動
を
地
域
住
民
、
観
光
事

業
者
、
町
公
認
ネ
イ
チ
ャ
ー
ガ
イ
ド
等

多
く
の
皆
さ
ん
と
ツ
ア
ー
で
訪
れ
た

首
都
圏
の
参
加
者
総
勢
約
８
５
０
名

が
一
致
協
力
の
も
と
実
施
し
ま
し
た
。

（
苗
木
提
供
：
山
梨
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

富
士
山
を
き
れ
い
に
す
る
会 

他
）

　
今
回
は
、
そ

の
目
的
が
環
境

イ
ベ
ン
ト
で
あ

り
、
当
日
は
ネ

イ
チ
ャ
ー
ガ
イ

ド
の
皆
さ
ん
の

案
内
で
「
富
士

の
大
自
然
」
を

学
び
、
昼
食
は

地
域
の
皆
様
が

心
を
こ
め
て
、

食
材
も
地
場
産

に
こ
だ
わ
り
作

っ
た
「
フ
ジ
ザ
ク

ラ
ポ
ー
ク
カ
レ

ー
」
や
「
鹿
カ

レ
ー
」
、ま
た
ゴ

ミ
を
極
力
出
さ

な
い
よ
う
リ
ユ

ー
ス
の
食
器
を

使
用
す
る
な
ど

の
配
慮
も
さ
れ
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
ウ
ォ
ー
ク
と
食
事

会
と
移
植
活
動
を
通
じ
て
都
会
か
ら
の
参
加
者

と
地
域
の
皆
さ
ん
が
ふ
れ
あ
い
、
交
流
し
な
が
ら

地
域
を
知
り
、
環
境
を
考
え
る
、
そ
ん
な
新
し
い

形
の
ツ
ア
ー
が
形
成
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、『
将
来
、こ
の
ア
ジ
サ
イ
や
ミ
ツ
バ
ツ
ツ

ジ
が
、
湖
畔
全
体
に
花
を
咲
か
せ
、
湖
を
彩
る
。
』
、

ま
た
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
形
成
し
な
が
ら
、

観
光
客
と
地
域
住
民
が
協
働
し
て
後
世
に
引
き

継
が
れ
る
ふ
る
さ
と
創
り
が
で
き
、
い
つ
か
皆
様

に
こ
の
精
進
湖
、
本
栖
湖
を
『
第
２
の
ふ
る
さ
と
』

と
し
て
お
越
し
い
た
だ
く
そ
ん
な
光
景
に
思
い
が

寄
せ
ら
れ
る
一
日
で
し
た
。

　
７
月
８
日
（
火
）
ふ
じ
ざ
く
ら
支
援
学
校
に
お
い
て
、

童
謡
歌
手
の
土
屋
朱
帆
さ
ん
、
ハ
ン
ド
フ
ル
ー
ト
奏
者

の
森
光
弘
さ
ん
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
本
定
佳
子
さ
ん
を
迎

え
、『
第
13
回
ハ
ー
ト
フ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
』
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
土
屋
さ
ん
の
心
と
体
に
し
み
こ
む
よ
う
な
歌
声
、
森

さ
ん
の
ハ
ン
ド
フ
ル
ー
ト
の
不
思
議
だ
け
ど
引
き
込
ま

れ
て
し
ま
う
音
色
（
世
界
で
唯
一
の
ハ
ン
ド
フ
ル
ー
ト

奏
者
だ
そ
う
で
す
！
）
、
本
定
さ
ん
の
美
し
く
て
繊
細
な

ピ
ア
ノ
伴
奏
。
そ
の
三
つ
が
一
つ
に
な
っ
て
、
と
て
も
心

地
よ
い
音
楽
が
、
体
育
館
い
っ
ぱ
い
に
広
が
り
ま
し
た
。

　
『
さ
ん
ぽ
』『
大
き
な
古
時
計
』『
翼
を
く
だ
さ
い
』
な
ど

児
童
生
徒
が
知
っ
て
い
る
曲
を
多
く
歌
っ
て
く
だ
さ
っ

た
の
で
、
と
て
も
馴
染
み
や
す
く
、
曲
に
合
わ
せ
て
手
拍

子
を
し
た
り
、
口
ず
さ
ん
だ
り
、
思
わ
ず
踊
り
出
し
て
し

ま
っ
た
り
と
、

み
ん
な
笑
顔

で
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

　
短
い
時
間

で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
本
校

の
児
童
生
徒
、

教
員
、保
護
者
、

は
ま
な
し
寮

の
み
な
さ
ん
、

体
育
館
に
い

た
全
て
の
人

の
心
が
満
た

さ
れ
た
素
敵

な
コ
ン
サ
ー

ト
で
し
た
。

♪心と体にしみこんだ第13回ハートフルコンサート♪♪心と体にしみこんだ第13回ハートフルコンサート♪



広
報
富
士
河
口
湖

　
１３

美術館から企画展を紹介します！

陽のあたる午後、天使の指がそっと

　　　　　　　―――――版画に見る印象派

９月６日（土）～１０月２６日（日）会　期

からのお知らせ

　１９世紀後半のパリに登場した『印象派』。うつろいゆく光景をすばやい筆致で描きあらわすことで、絵画

の世界に大きな変革をもたらし、鮮やかな色彩で彩られたキャンバスがこ

んにちも多くの人を魅了してやまない印象派ですが、印象派の画家たちの

多くは、油彩画制作と同時に、版画というジャンルについても、単なる複製

のための技術としてではなく、絵画と

同等な芸術表現の手段と考え、盛んに

制作に取り組みました。

　本展は、マネ、ドガ、ルノワール、シス

レーなどの印象派を代表する作家を

中心に、印象派以前にその先駆をなし

たとされるミレーなどのバルビゾン派

の作家や、印象派の影響を受けながら

出現した後期印象派の作家、またそれ

らの周辺で活躍した作家らを併せ、約４０作家、１３０点の作品によって構

成いたします。
「帽子のピン留め」

リトグラフ；ルノワール

■
日
　
時
　
８
月
17
日
（
日
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
２
時

■
出
演
者
　
山
根
一
仁
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）

　
　
　
　
　
　
河
口
湖
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
講
習
会
最
優
秀
賞

　
　
　
　
　
窪
田
茂
夫 

（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）

　
　
　
　
　
　
山
梨
県
出
身
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
交
響
楽
団

　
　
　
　
　
　
第
一
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
奏
者

　
　
　
　
　
伴
奏
　
田
中
麻
紀
（
ピ
ア
ノ
）

■
内
　
容
　
二
つ
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
た
め
の

　
　
　
　
　 

協
奏
曲
（
J
・
S
・
バ
ッ
ハ
）
他

※
美
術
館
に
ご
入
館
い
た
だ
け
ば
、
ど
な
た
で
も 

　
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。（
入
館
料
：
大
人
・
大

　
学
生
8
0
0
円
　
高
校
生
・
中
学
生
5
0
0
円
、

　
※
町
民
は
町
民
優
待
カ
ー
ド
で
ご
入
館
い
た

　
だ
け
ま
す
。
）

■
主
　
催
　
河
口
湖
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
セ
ミ
ナ
ー

●
問
合
先
　
河
口
湖
美
術
館
　
℡
73
‐
２
８
２
９

　
　
　
　
　
河
口
湖
ス
テ
ラ
シ
ア
タ
ー
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
℡
72
‐
５
５
８
８

河
口
湖
美
術
館

　
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
の
お
知
ら
せ

は
ば
た
け
！
河
口
湖
か
ら
！

Ｎ
Ｈ
Ｋ
交
響
楽
団
　
窪
田
茂
夫
と

　
未
来
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
に
よ
る
、

　
　
　
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
コ
ン
サ
ー
ト

「ジャンヌ：春」

エッチング･アクアティント；マネ

「刈り草を干す女たち」

エッチング；ピサロ


